
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

炭素市場エクスプレス メールマガジン 第 86号（2021年 11月 18日発行） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

こんにちは、炭素市場エクスプレス事務局です。 

本メールマガジンは、炭素市場に関する最新の動向や国内外のイベント情報等についての情報を毎月 2

回程度配信しています。 下記リンクもあわせてご覧ください。 

 

ホームページ    https://www.carbon-markets.go.jp/ 

Facebook    https://www.facebook.com/jcm.oecc/ 

二国間クレジット制度（JCM） https://www.carbon-markets.go.jp/jcm/index.html 

◇トピックス――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◆1．イベントのお知らせ 

[1] 【開催報告】COP26 サイドイベント＠ジャパン・パビリオン：JCM 実施によるステークホルダーへの

様々なベネフィット（環境省・OECC） 

[2] 【開催案内】JCM 資金支援事業シンポジウム 2021～官民連携による 1 億トン目標達成に向け

て～（GEC） 

 

◆2．事務局からのお知らせ 

[1]パリ協定第 6条に関する JCM の分析レポート（アジア開発銀行（ADB）） 

[2] COP26 サイドイベント傍聴：UNFCCC：CDM におけるプログラム活動（PoA）の 15年間 

[3] COP26 サイドイベント傍聴：炭素市場とネットゼロ：国内、国際、自主的市場のトレンドと展望 

[4] COP26 サイドイベント傍聴：熱帯雨林の保護-良いカーボン・クレジットをどう判断するか 

 

◆3．報道発表 

[1] 国連気候変動枠組条約第 26 回締約国会議（COP26）、京都議定書第 16 回締約国会合

（CMP16）及びパリ協定第 3回締約国会合（CMA3）の結果について（環境省） 

 

◆1．イベントのお知らせ―――――――――――――――――――――――――――――― 

[1] 【開催報告】COP26 サイドイベント＠ジャパン・パビリオン：JCM 実施によるステークホルダーへの

様々なベネフィット（環境省・OECC） 

環境省と OECC は、英国・グラスゴー開催された COP26 に設置されたジャパンパビリオンにおいて、JCM

に関するサイドイベントを開催しました。 

 

現在、二国間クレジット制度（JCM）は日本と 17 のパートナー国との二国間協定に基づき実施されて

おり、パートナー国での脱炭素技術の普及と GHG 削減を促進しています。パリ協定 6 条に基づき、定
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量化した GHG 削減量の一部は日本の削減目標達成に活用されると共に、JCM はパートナー国の

NDC 実施にも貢献します。また、JCM の実施は GHG 削減だけでないコベネフィットを創出し、SDG を

含むパートナー国の持続可能な開発にも貢献しています。本イベントでは、JCM 関係機関による調査結

果及びパートナー国による最新情報を通じて、そのような JCM の意義と役割について紹介が行われまし

た。 

 

【イベントの録画及び発表資料】 

⇒  https://www.carbon-markets.go.jp/jp_info/jp_info_event/y-

2021/20211108/index.html 

 

【IISD によるサイドイベント取材報告もご覧いただけます（英文）】 

⇒ https://enb.iisd.org/oecc-joint-crediting-mechanism 

 

[2] 【開催案内】JCM 資金支援事業シンポジウム 2021～官民連携による 1 億トン目標達成に向け

て～（GEC） 

環境省及び公益財団法人地球環境センター（GEC）は、2021年 12月 9日（木）に「JCM資金

支援事業シンポジウム 2021 ～官民連携による 1億トン目標達成に向けて～」を開催します。 

本シンポジウムでは、GHG 排出削減量累積 1 億トンの意義を明らかにするとともに、その手段である

JCM 資金支援事業の 3 つの事業、すなわち、JCM 設備補助事業、コ・イノベーションによる脱炭素技

術創出・普及事業、さらに本年度より開始した水素製造・利活用第三国連携事業につき制度の概要

を説明します。また、各事業の好事例を紹介し、官民連携による１億トン達成への道を探ります。 

 

開催日：2021 年 12 月 9日（木）13：00～15：00 

会場：WEB会議システム「Zoom」 

 

【イベントの詳細及び参加登録はこちら】 

⇒ https://gec.jp/jcm/jp/news/jcm2021symposium_info/ 

 

◆2．事務局からのお知らせ――――――――――――――――――――――――――――― 

[1]パリ協定第 6条に関する JCM の分析レポート（アジア開発銀行（ADB）） 

本レポ―トは、二国間クレジット制度（JCM）の制度、国、プロジェクトの各レベルにおけるパリ協定6条

2項における要求事項への整合性について分析していいます。 

 

【分析レポートはこちら（英文）】 

⇒ https://www.adb.org/publications/article-6-paris-agreement-lessons-jcm-v2 
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[2] COP26 サイドイベント傍聴：UNFCCC：CDM におけるプログラム活動（PoA）の 15 年間 

OECC は、英国・グラスゴー開催された COP26 で開催されたサイドイベントの傍聴メモを作成しました。 

 

「UNFCCC：CDM におけるプログラム活動（PoA）の 15 年間 (UNFCCC: 15 years of PoA)」 

日時：2021年 11月 3 日（水） 

主催：UNFCCC 

 

【傍聴メモはこちら】 

⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/column/event_report/11655/ 

 

[3] COP26 サイドイベント傍聴：炭素市場とネットゼロ：国内、国際、自主的市場のトレンドと展望 

OECC は、英国・グラスゴー開催された COP26 で開催されたサイドイベントの傍聴メモを作成しました。 

 

「炭素市場とネットゼロ：国内、国際、自主的市場のトレンドと展望 (Carbon markets & net-

zero: trends and prospects in the domestic, international and voluntary markets)」 

日時：2021年 11月 4 日（木） 

主催：International Carbon Action Partnership (ICAP); Environmental Defense Fund 

(EDF); European University Institute; Oeko-Institut, World Wildlife Fund (WWF); 

International Emissions Trading Association (IETA) 

 

【傍聴メモはこちら】 

⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/column/event_report/11656/ 

 

[4] COP26 サイドイベント傍聴：熱帯雨林の保護-良いカーボン・クレジットをどう判断するか 

OECC は、英国・グラスゴー開催された COP26 で開催されたサイドイベントの傍聴メモを作成しました。 

 

「熱帯雨林の保護-良いカーボン・クレジットをどう判断するか (Tropical Forest Protection – How 

to Determine What Good Looks Like for Carbon Credits)」 

日時：2021年 11月 5 日（金） 

主催：Environmental Defense Fund (EDF), Conservation International (CI), Earth 

Innovation Institute (EII) 

 

【傍聴メモはこちら】 

⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/column/event_report/11657/ 

 

◆3．報道発表――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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[1] 国連気候変動枠組条約第 26 回締約国会議（COP26）、京都議定書第 16回締約国会合

（CMP16）及びパリ協定第 3回締約国会合（CMA3）の結果について（環境省） 

英国・グラスゴーで令和 3 年 10 月 31 日（日）から同年 11 月 13 日（土）にかけて開催された、

国連気候変動枠組条約第 26 回締約国会議（COP26）、京都議定書第 16 回締約国会合

（CMP16）、パリ協定第 3回締約国会合（CMA3）の結果についてお知らせいたします。 

 

【報道発表はこちら】 

⇒ https://www.env.go.jp/press/110207.html 

 

◎●お問い合わせについて―――――――――――――――――――――――――――― 

炭素市場エクスプレスでは、二国間クレジット制度（JCM）や国際的な市場メカニズムに関する情報を

提供しております。JCM の制度や仕組み、プロジェクトの実施、クレジットの活用及び市場メカニズムの動

向等について、メールにてお気軽にご相談ください。 

⇒ info@carbon-markets.go.jp 

 

メールマガジン登録内容変更もしくは配信停止ご希望の方は、下記ページより手続きください。 

⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/newsletter/ 

 

メールマガジンのバックナンバー（PDF）は下記サイトで公開しています（最新号を配信後に、前号がア

ップされます）。 

⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/newsletter/2021/ 

 

◎●発行・編集――――――――――――――――――――――――――――――――― 

炭素市場エクスプレス事務局 ／ 一般社団法人海外環境協力センター（OECC） 

〒110-0016 東京都台東区台東 4-19-9 山口ビル 7・7 階 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

※このメールの記載内容の無断転載、無断複製を禁じます。 
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